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(54)【発明の名称】 超音波イメージングにおける収差を低減させるためのシステム及び方法

(57)【要約】
【課題】  超音波イメージにおける収差の影響を克服及
び補償すると同時に高品質イメージを提供することが可
能な効率のよいシステム及び方法を提供すること。
【解決手段】  超音波イメージング装置におけるイメー
ジングのためのシステム(100)及び方法(400)であって、
受信ビーム形成器(200)が、補正値(110,120)を生成する
よう構成された回路(210)を備えており、該補正値が受
信ビーム形成器(200)及び送信ビーム形成器(300)へ供給
され、該送信ビーム形成器(300)が、前記受信ビーム形
成器(200)内の回路(210)により供給される補正値(110,1
20)と対応するように変換器(101)への入力信号(122)を
修正するようにする。前記入力信号(122)は、所望のイ
メージング周波数の低調波で供給される。前記補正値(1
10,120)は、利得値(110)、位相値(120)又は両者の組み
合わせとすることが可能である。該補正値(110,120)
は、受信信号における収差を補償する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】超音波装置におけるイメージングシステム
(100)であって、
受信ビーム形成器(200)及び送信ビーム形成器(300)を備
えた超音波走査装置(100)であって、前記送信ビーム送
信器(300)に一定の周波数を有する入力波形(122)が加え
られるようになっている、超音波走査装置(100)と、
前記入力波形(122)の周波数の倍数である周波数で動作
する、前記受信ビーム形成器(200)内の収差概算器(210)
とを備えている、超音波装置におけるイメージングシス
テム(100)。
２．前記収差概算器(210)が、前記送信ビーム形成器(30
0)へ補正値(110,120)を提供して該補正値(110,120)によ
り前記入力波形(122)が修正されるように構成されてい
る、前項１に記載のシステム(100)。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、一般に超音波イメ
ージングシステムに関し、特に超音波イメージにおける
収差を低減させるためのシステム及び方法に関する。
【０００２】
【従来の技法】超音波イメージングシステムはかなりの
期間にわたって利用されてきた。医療用イメージング分
野では、体内の構造又は組織を調査するのに超音波イメ
ージングシステムが有用であることが立証されている。
例えば、健康状態を判定するために体内の構造又は組織
を調査することが可能である。また、例えば、胎児の発
育を判定するために体内の組織を調査することも可能で
ある。
【０００３】しかし、超音波イメージングシステム及び
どの超音波イメージング装置にも付随する欠点として、
調査を受ける身体によって該身体に加えられた超音波信
号に干渉即ち収差が生じることが挙げられる。一般に、
超音波イメージングの場合、アレイをなす全ての素子か
らの音響エネルギーがターゲットポイント（イメージ形
成されるべき領域）に同時に到達することが望ましい。
理想的には、次いで全ての音響エネルギーが反射されて
超音波プローブへと戻り、対象となるポイントの診断測
定が行われることになる。残念ながら、軟骨、結合組織
といった膠原性物質が、超音波エネルギーを遮る働きを
し、このため、収差として知られる異常が超音波イメー
ジに生じることになる。
【０００４】更に、超音波エネルギーは、脂肪の多い組
織中と脂肪の少ない組織中とでは異なる伝搬速度を有す
るものである。即ち、脂肪の多い組織では脂肪の少ない
組織よりも伝搬速度が遅くなる。実際に、超音波アレイ
の異なる部分は同一ポイント上に集束するが、脂肪の多
い組織を通過するエネルギーの一部が対象となるポイン
トに到達する時間と、脂肪の少ない組織を通過するプロ
ーブからの他のエネルギー部分が対象となるポイントに
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到達する時間とは異なることになる。このため、異なる
素子によって集束させられるエネルギーが、異なるタイ
プの組織を通過して、異なる時間に対象となるポイント
に到達することに起因して、信号に位相誤差が生じるこ
とになる。この状態では、アレイの異なる部分からの音
響エネルギーは、対象となるポイントとの間での伝達時
間がそれぞれ異なることになり、その結果として音響エ
ネルギーが対象となるポイントに到達する時間が異な
り、これにより信号の同相での加算が阻止されることに
なる。残念なことに、それらの信号が、実際に、異なる
対象となるポイントについて同相で加算されてしまい、
その結果としてノイズが多く不鮮明なイメージが生じる
ことがある。これらの位相誤差はまた、超音波プローブ
への到達時に超音波信号の破壊的な干渉を生じさせるも
のとなり、その結果として利得が低下することとなる。
【０００５】この状態を補償する１つの方法は、送信ビ
ームを利用して小体積の組織の照射を行うことである。
該照射された組織は、超音波変換器アレイの受信素子に
おける収差に起因する受信パルスの到着時間（及び振
幅）の差を測定するために用いられる点音源の働きをす
る。残念なことに、該照射された組織の体積は、点音源
にはならず、大きすぎるものとなる。これは、送信経路
における収差に起因して送信ビーム幅が広げられてしま
うからである。この方式では、受信収差を概算し、及び
送信素子に補正を加えて、送信ビームを修正しなければ
ならない。次いで、該修正された送信ビームを再送信し
て、受信遅延が改善された測定値を得る。数回の繰り返
しが必要になる可能性があり、その結果として、フレー
ムレートが許容できないほどに低下し、このため低品質
のイメージが生じることになる。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】したがって、本発明の
目的は、超音波イメージにおける収差の影響を克服及び
補償すると同時に高品質イメージを提供することが可能
な効率のよいシステム及び方法を提供することにある。
【０００７】
【課題を解決するための手段】本発明は、超音波イメー
ジングシステムに関する上述の欠点に対処する超音波イ
メージングシステムにおける収差補正のためのシステム
及び方法を提供する。
【０００８】本発明は、その構成上、受信ビーム形成器
及び送信ビーム形成器を備えた超音波走査装置であっ
て、該送信ビーム形成器に一定の周波数を有する入力波
形が加えられるようになっている超音波走査装置と、前
記受信ビーム形成器内に配設され、前記入力波形の周波
数の倍数である周波数で動作する、収差概算器とを備え
た、超音波装置においてイメージングを行うためのシス
テムとして概念化することが可能である。
【０００９】本発明はまた、超音波走査装置におけるイ
メージングのための方法であって、送信周波数を有する
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送信波形により生成される超音波信号を受信ビーム形成
器において受信し、前記送信周波数の倍数の周波数で動
作する収差概算器により受信超音波信号を処理すること
により該受信超音波信号における収差を概算する、とい
う各ステップを有する方法として概念化することが可能
である。
【００１０】
【発明の実施の形態】以下で説明する本発明は超音波イ
メージング装置に適用可能なものである。単純化のた
め、以下の説明では、超音波イメージングシステム100
の主要構成要素のみを例示することとする。
【００１１】ここで図面を参照する。図１は、本発明を
含む超音波イメージングシステム100を例示したブロッ
ク図である。イメージングシステム100は、任意のイメ
ージングシステムとすることが可能であるが、本発明の
説明のため、特定の超音波イメージングシステムを例示
することとする。変換器101は、超音波タイプ又は他の
タイプの変換器とすることが可能なものであり、接続部
102を介して送信／受信スイッチ104と連絡している。該
変換器101は、送信／受信スイッチ104を介した送信信号
を接続部102上から受信し、また接続部102により送信／
受信スイッチ104を介して受信信号を送出する。受信信
号は、送信／受信スイッチ104と受信ビーム形成器200と
の間の接続部106により伝送される。受信ビーム形成器2
00は、本発明の収差概算器210を備えているが、これに
ついては図２において詳述することとする。
【００１２】送信ビーム形成器300は、接続部107を介し
て送信／受信スイッチ104に送信信号を送り、次いで該
送信／受信スイッチ10が、接続部102を介して変換器101
に送信波形を供給する。本発明の一実施態様によれば、
受信ビーム形成器200は、接続部110を介して送信ビーム
形成器300に利得補正値を送り、また接続部120を介して
送信ビーム形成器300に位相補正値を送る。受信ビーム
形成器200はまた、接続部108を介して検出器109に利得
及び位相補正が行われた信号を供給する。検出器109
は、該検出器109に供給されたRF信号に関するパワー値
を表示することによりRFデータからエンベロープデータ
への変換を行う。検出器109は、次いで、該エンベロー
プデータを接続部111を介して走査変換器112に送り、該
走査変換器112が該エンベロープデータをX－Yビデオフ
ォーマット信号へと変換し、該信号が接続部114を介し
てディスプレイ116に出力される。
【００１３】送信ビーム形成器300は、送信波形生成器1
17からの入力を、接続部122を介して、正弦波を含むガ
ウスエンベロープ(Gaussian envelope)という形で受信
する。この送信波形は、送信ビーム形成器300によって
処理され、その出力が、接続部107により送信／受信ス
イッチ104を介して変換器101に供給される。制御プロセ
ッサ118は、制御信号を、接続部126を介して走査変換器
112へ、接続部124を介して受信ビーム形成器200へ、接
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続部121を介して送信波形生成器117へ、及び接続部119
を介して送信ビーム形成器300へと送る。
【００１４】図２は、本発明の収差概算器210を含む図
１の受信ビーム形成器200を例示したブロック図であ
る。図２には、一般に超音波イメージングシステムを構
成する128個の変換素子に対応する128個の制御チャネル
が示されている。典型的な用途では、８つのチャネルが
１つにグループ化されて、１つの収差概算器に入力を供
給するものとなる。このように、８つの変換器チャネル
を組み合わせることにより、そこから本発明の利得補正
値及び位相補正値を抽出することが可能となる。図２に
示すように、それぞれ８チャネルからなる16のグループ
が存在する。但し、任意の数の変換チャネルから１グル
ープを構成することが可能である点に留意されたい。更
に、128よりも多数又は少数の変換器から１アレイを構
成することも可能である。
【００１５】信号調整器201aは、送信／受信スイッチ10
4（図１）から接続部106a（チャネル0）を介して入力を
受信する。この信号は、図１の変換器101から供給さ
れ、電気信号という形の受信された音響エネルギーの表
現を含むものである。この受信された信号は、接続部10
6aを介して信号調整器201aに供給され、該信号調整器
は、増幅、制限、及びフィルタリング回路を含んでい
る。信号調整器201aは、接続部202aを介して、クリーン
な増幅信号をアナログデジタル（A/D）変換器204aに供
給する。A/D変換器204aは、接続部202a上の信号をアナ
ログ領域からデジタル領域へと変換し、そのデジタル信
号を接続部206aを介してプログラマブル遅延素子207aに
供給する。接続部206aを介して供給される信号は、典型
的には40MHzの信号である。プログラマブル遅延素子207
aは、例えば、約20MHzの帯域幅で10マイクロ秒の遅延を
与える。プログラマブル遅延素子207aは、データが書き
込まれ、後で取り出されるデジタル記憶素子である。プ
ログラマブル遅延素子207aは、典型的には、40MHzで10
ビットのサンプリングを行う。
【００１６】更に、図２には一次元について実施される
ものとして例示されているが、収差概算器210は、実際
には、複数次元について実施することが可能な変換器10
1に対応するよう複数次元に割り当てることが可能であ
る。
【００１７】プログラマブル遅延素子207aの出力は、接
続部208aを介して加算ノード209aに供給される。その一
例として、８チャネルのプログラマブル遅延情報が加算
ノード209aに配信される。同様に、全部で16のチャネル
は、16の加算ノード209a～209nを備え、128のチャネル1
06a～106nの全てからの情報を受信する。
【００１８】加算ノード209aの出力は、接続部211aを介
して収差概算器210a及び利得補正素子212aに送られる。
収差概算器210aは、接続部211a上の信号の利得及び位相
を判定し、接続部214aを介して利得値を送出し、接続部
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216aを介して位相値を送出す。該利得値214a及び位相値
216aはメモリ素子217aに送られる。収差概算器210aの動
作については、図４に関連して更に詳述することにす
る。
【００１９】メモリ素子217aは、（複数の送信事象によ
り生成される）複数の音響ラインからの情報ラインを格
納し、該情報を、以降の音響データに対して利得補正及
び位相補正を加えるために補正回路（利得制御素子212a
及びプログラマブル遅延素子221a）を介して送り返す。
メモリ217aは、接続部124を介して制御プロセッサ118
（図１）からアドレスビットを受信する。この情報によ
って、メモリ217aが送信事象に関する情報を記憶するこ
とが可能になる。次に送信事象が送信される場合には、
制御プロセッサ118が、そのデータを書き込むようメモ
リ217aに命令し、これにより読み取り／書き込み制御が
生じることになる。メモリ217aは、任意のタイプのラン
ダムアクセスメモリ（RAM）とすることが可能である。
更に、制御プロセッサ118は、接続部124を介してアドレ
ス信号を供給し、これにより、メモリ217aがイメージの
異なる部分に異なる収差補正を加えることが可能にな
る。
【００２０】メモリ217aは、接続部110aを介して利得補
正値を提供し、また接続部120aを介して位相補正値を提
供する。利得補正値は、接続部110aを介して利得制御素
子212aに提供することが可能であり、該利得制御素子21
2aは、接続部219a上の利得補正信号を得るために、接続
部110aを介した利得補正値と加算ノード209aの出力とを
混合する。利得補正素子212aは、接続部211a上の信号と
接続部110a上の利得補正値とのデジタル乗算を行う。次
いで、接続部219a上の利得補正信号をプログラマブル遅
延素子221aに提供することが可能になる。該プログラマ
ブル遅延素子221aはまた、接続部120aを介して位相補正
値も受信する。プログラマブル遅延素子221aは、位相補
正値と利得補正信号を組み合わせて接続部222a上に位相
及び利得補正信号を提供する。接続部110a上の利得補正
値及び接続部120a上の位相補正値は、接続部211a上の信
号の利得及び位相補正値を表すものであり、素子212a,2
21aに供給することなく送信ビーム形成器300（図３）に
直接提供することが可能である。位相及び遅延は、位相
が周波数と遅延とを乗算した値に等しくなる関係で関連
づけされるが、ここで表される信号は、位相及び遅延が
同じであると考えることができるように十分に狭い帯域
幅を有するものである。接続部222a上の利得及び位相補
正信号は、加算器224で組み合わせられ、接続部108を介
して検出器109（図１）に供給される。一例として、８
ライン（222a～222n）の信号が加算器224で組み合わせ
られて検出器109に送られる。
【００２１】本発明の一態様によれば、接続部110a上の
利得補正値及び接続部120a上の位相補正値は、送信ビー
ム形成器300にも送られるが、その動作については図３
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に関連して詳述することにする。
【００２２】図３は、本発明の一態様による図１の送信
ビーム形成器300を例示したブロック図である。図３の
構成要素について論述する前に、利得及び位相補正値を
得ることが何故可能であるのかを説明するために、幾つ
かの背景について説明することにする。組織内で小さな
金属片のような単一の点ターゲットを得ることが可能で
ある場合には、該ターゲットに超音波エネルギーを照射
し、全ての変換素子で実質的に同一の信号を該ターゲッ
トから受信することが可能になる。この状況では、素子
の任意の1つの両端における利得又は位相の差は、胸壁
といった組織又は任意の他の収差を生成する組織のみに
起因するものとなる。残念ながら、かかる点ターゲット
を見つけることができるのは稀である。
【００２３】代替的には、送信ビームを利用して組織の
可能な限り小さい部分を照射し、その組織の小部分が点
ターゲットのように作用するようにすることが可能であ
る。この時点では、戻り音響エネルギーにおける利得及
び位相信号を求めることが可能になる。残念ながら、送
信波形は有限の幅を有している。これは、送信波形が胸
壁等の被検体の組織により変形させられる(aberrate)か
らである。従って、単一の点ターゲットは、実際には、
単一の点ターゲットではなく、複数のターゲットが集ま
ったものである。この状態では、利得及び位相の概算値
を求め、該利得及び位相の概算値に基づいて送信ビーム
を調整し、送信ビームを再放射し（これにより帯域幅が
一層狭くなる）、更なる利得及び位相概算値を受信して
送信ビームの再調整を行う、といったことが必要にな
る。この繰り返しプロセスにより、イメージングシステ
ムのフレームレート（ディスプレイ上のイメージの更新
速度）が大幅に低下する。
【００２４】本発明によれば、低周波数の送信波形を用
いて変換器を励起し、及び組織内に存在する非線形性に
よりその低周波数入力波形を高周波エネルギーへと変換
することを可能にすることによって、低周波数入力波形
（一般に収差に影響されない）が極めて小さいサイズの
点ターゲットを生成することになる。こうして、利得及
び位相補正値を求めるために必要な繰り返し数が大幅に
減少する。
【００２５】図３を再び参照する。接続部122上の入力
波形（図１の送信波形生成器117から供給されるもの）
は、各チャネルグループに関連する利得制御素子301に
供給される。同図から分かるように、利得制御素子301a
は、接続部122を介して入力波形を受信し、また接続部1
20aを介して利得補正値を受信する。利得制御素子301a
は、入力波形と利得補正値とをデジタル的に乗算して、
利得補正済入力波形を接続部302aを介して供給する。接
続部302a上の利得補正済入力波形はプログラマブル遅延
素子304aに供給され、該プログラマブル遅延素子304aは
また接続部110aを介して図２のメモリ素子217aから位相
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7
補正済値を受信する。プログラマブル遅延素子304aは、
接続部306aを介して位相補正済入力波形を供給する。16
のチャネル306a～306nを有するものとして図示したが、
図３の送信ビーム形成器300は、任意の数の変換素子を
含む任意の数のチャネルから構成することが可能であ
る。接続部306a上の位相補正済入力波形は、８つのプロ
グラマブル遅延素子307を有する８つの制御チャネルに
同時に供給される。以下の説明は１つのチャネルに関す
るものである。プログラマブル遅延素子307aは、接続部
308aを介して、位相補正済入力波形を遅延させたものを
デジタルアナログ（D/A）変換器309aに供給する。プロ
グラマブル遅延素子307aは、図２のプログラマブル遅延
素子207と同様の態様で動作する。D/A変換器309aは、接
続部311aを介して高電圧駆動回路312aにアナログ信号を
供給する。該高電圧駆動回路312aは、抵抗314a、フィー
ドバック抵抗316a、及び反転増幅器317aを備えている。
高電圧駆動回路312aは接続部107aを介して第１のチャネ
ル出力を送出する。これは図１の送信／受信スイッチ10
4の入力に対応するものである。
【００２６】図４は、図２の収差概算器210を例示した
ブロック図である。図２の加算ノード209aの出力は接続
部211上に供給される。この信号は乗算器253,255にそれ
ぞれ供給される。乗算器253には、接続部251を介して信
号Sin(ω

0
t)も供給され、該信号が乗算器253により接続

部211上の信号と乗算されて、接続部211上の信号の異相
分又は直角(Ｑ)分が得られる。接続部251上の信号成分
は、送信周波数の約２倍であり、次いで乗算器253にお
いて接続部211上の信号と乗算され、その結果、接続部2
11上の信号の異相分即ち直角(Ｑ)分が接続部254を介し
て出力されることになる。接続部252上の信号もまた、
接続部122上の入力波形の送信周波数の２倍である。同
様に、接続部252上の信号（Cos(ω

0
t)）が、乗算器255

により接続部211上の信号と乗算されて、接続部211上の
信号の同相(Ｉ)分が得られる。接続部211上の信号の直
角分は、接続部254を介して平均化器257に供給され、接
続部211上の信号の同相分は、接続部256を介して平均化
器258に供給される。平均化器257,258,274の全ては同様
の回路を備えているため、平均化器257についてのみ詳
述することにする。
【００２７】平均化器257は、接続部262を介してラッチ
264に入力を供給する加算器261を備えている。ラッチ26
4は、累算器レジスタ又はデジタルラッチとすることが
可能であり、その出力は、接続部266を介して加算器261
に送り返される。デジタルラッチ264の出力は、接続部2
67を介してルックアップテーブル270にも供給される。
同様に、接続部211上の信号の同相分は、接続部256を介
して平均化器258に供給される。該平均化器258の出力
は、接続部268を介してルックアップテーブル270に供給
される。RAMルックアップテーブル270は、比A／Bのアー
クタンジェントをとり、接続部211上に存在する信号の

8
位相角を接続部216を介して供給する（図２の接続部216
aを介した収差概算器210aの出力に対応する）。
【００２８】超音波イメージは、一般に極めてノイズの
多いものであり、このため、組織によってランダムなテ
クスチャパターンが生成される。個々のピクセルの瞬時
測定値は、利得及び位相に関して大きく変動する。この
状況のため、良好な位相概算値を得るためには、空間的
に十分な領域にわたって平均をとることが重要である。
平均化器257,258は、位相補正値を得ることができるよ
うに、深さ及び角度について平均化を行う。
【００２９】利得補正値を得るために、接続部211上の
入力信号が乗算器271で二乗されて該接続部211上の信号
の累乗が求められ、累乗信号が接続部272を介して供給
される。この累乗信号は平均化器274に供給される。該
平均化器274は、平均化器257,258と同様の設計を有する
ものであり、接続部276を介して平均累乗信号を送出す
る。接続部276上の平均累乗信号は、接続部278上の基準
振幅信号と共に、ルックアップテーブル280に供給され
る。基準振幅が接続部277上に示されており、該基準振
幅は、利得信号の比較対象となる基準点を得るために、
接続部276上の平均累乗信号と組み合わせられる。この
実施態様の場合、基準振幅は、128の素子からなる変換
器アレイにおける中央のチャネルであるチャネル64から
得られる。任意のチャネルを基準振幅として利用するこ
とが可能であるが、中央のチャネルを用いるのが慣例で
あるという点に留意されたい。ルックアップテーブル28
0は、接続部276上の信号の平方根を接続部278上の信号
で除算した値をとって、接続部214上に利得補正値（図
２の接続部214aにおける収差概算器210aの出力に対応す
る）を供給する。基準振幅がRAMルックアップテーブル2
80に入力されるのは、アレイ内の中心の素子に対して正
規化することが望ましいからである。ルックアップテー
ブル270及びルックアップテーブル280の内容は、所望の
位相及び利得補正マッピングに従って変化することが可
能である。
【００３０】本発明の一態様によれば、接続部251,252
上の信号の周波数は、接続部122上の入力波形の周波数
の２倍である。接続部251,252上の信号は、それぞれ、
メモリ内に納められ、バスを介して受信ビーム形成器20
0の全チャネルグループに供給される。接続部251,252を
介して収容される信号の周波数は所望のイメージング周
波数を有しており、入力波形122の周波数はその低調波
となる。この実施態様では、入力波形周波数は、接続部
251,252上の信号の周波数の1/2であるが、入力波形周波
数122は、接続部251,252上の所望の送信周波数の任意の
低調波とすることが可能である、ということが理解され
よう。
【００３１】図５は、図２の収差概算器210の働きを例
示したフローチャートである。ブロック421で、利得が
１に等しく、及び位相が１に等しくなるように、収差補
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正がメモリ素子217aにプログラムされる。
【００３２】ブロック402において、Ｉは、繰り返し数
を示すものであり、繰り返しの実施毎に０にセットされ
る（即ち、平均化器257,258,274が各繰り返し毎にリセ
ットされる）。
【００３３】ブロック404では、収差概算器210は、送信
ビーム形成器及び受信ビーム形成器の両方について、利
得及び位相の両方に関する前回のフレームからの補正を
利用してデータフレームを獲得する。
【００３４】ブロック406で、収差概算器210は、一つの
領域にわたって新たな収差概算値の平均を求める。典型
的には、該平均化は、約１cm×１cmの面積のイメージ領
域にわたって行われる。１フレームが複数の1cm×1cmの
領域へと分割され、その各領域毎に独立した平均値が求
められるため、各領域毎に独立した概算値が得られる。
【００３５】ブロック407で、ブロック406で得られた平
均収差概算値が、メモリ素子217aに格納される。
【００３６】ブロック408で、ラッチ264の出力が加算器
261に供給されるように繰り返しが１だけ増分され、こ
れにより繰り返しがインクリメントされる（図４）。
【００３７】ブロック409で、繰り返しが、特定のシス
テムにおけるプログラムグループの数よりも少ないか否
かが判定される。ＩがＮ未満である場合、プロセスはブ
ロック404に戻る。Ｉ＝Ｎである場合には、ブロック411
で検出器109（図１）の出力が走査変換器112（図１）に
供給され、該走査変換器112によって検出器109からのデ
ータがX-Yビデオフォーマットへと変換される。
【００３８】ブロック412で、ビデオフォーマットデー
タがディスプレイ116上に出力される。
【００３９】当業者には明らかなように、本発明の原理
を実質的に逸脱することなく上述の本発明の望ましい実
施態様に対して多くの修正及び変更を施すことが可能で
ある。例えば、本発明を利用して、たった１つの次元に
ついて又は複数の次元について収差補正概算値を提供す
ることが可能である。かかる修正及び変更の全ては、特
許請求の範囲に規定する本発明の範囲内に含めることが
意図されている。
【００４０】以下においては、本発明の種々の構成要件
の組み合わせからなる例示的な実施態様を示す。
１．超音波装置におけるイメージングシステム(100)で
あって、受信ビーム形成器(200)及び送信ビーム形成器
(300)を備えた超音波走査装置(100)であって、前記送信
ビーム送信器(300)に一定の周波数を有する入力波形(12
2)が加えられるようになっている、超音波走査装置(10
0)と、前記入力波形(122)の周波数の倍数である周波数
で動作する、前記受信ビーム形成器(200)内の収差概算
器(210)とを備えている、超音波装置におけるイメージ *
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*ングシステム(100)。
２．前記収差概算器(210)が、前記送信ビーム形成器(30
0)へ補正値(110,120)を提供して該補正値(110,120)によ
り前記入力波形(122)が修正されるように構成されてい
る、前項１に記載のシステム(100)。
３．前記補正値が利得補正値(110)である、前項２に記
載のシステム(100)。
４．前記補正値が位相補正値(120)である、前項２に記
載のシステム(100)。
５．前記収差概算器(210)が、前記受信ビーム形成器(20
0)に補正値(110,120)を提供するように構成されてい
る、前項１に記載のシステム(100)。
６．超音波走査装置におけるイメージング方法(400)で
あって、送信周波数を有する送信波形(122)により生成
される超音波信号(106)を受信ビーム形成器(200)で受信
し、前記送信周波数の倍数の周波数で動作する収差概算
器(210)により前記受信した超音波信号(106)を処理する
ことによって該受信した超音波信号(106)における収差
を概算する(210)、という各ステップを有する、超音波
走査装置におけるイメージング方法(400)。
７．送信ビーム形成器(300)へ補正値(110,120)を供給し
て該補正値(110,120)により前記送信波形(122)が修正さ
れるようにするステップを更に有する、前項６に記載の
方法(400)。
８．前記補正値が利得補正値(110)である、前項７に記
載の方法(400)。
９．前記補正値が位相補正値(120)である、前項７に記
載の方法(400)。
10．前記受信ビーム形成器(200)へ補正値(110,120)を提
供するステップを更に有する、前項６に記載の方法(40
0)。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明を含む超音波イメージングシステムを示
すブロック図である。
【図２】図１の受信ビーム形成器を示すブロック図であ
る。
【図３】本発明の一態様による図１の送信ビーム形成器
を示すブロック図である。
【図４】図２の収差概算器を示すブロック図である。
【図５】図２の収差概算器の動作を示すフローチャート
である。
【符号の説明】
100  イメージングシステム
200  受信ビーム形成器
210  収差概算器
300  送信ビーム形成器
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【図１】
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【図２】
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【図３】
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【図４】
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【図５】
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